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■ トークイベント及びレセプションパーティー：9月 28日（土）15:00～18:00
　  ゲスト：大内曜氏（東京都美術館学芸員）
　  参加費：500円（小冊子「 修復論」付）

■ トークイベント及びレセプションパーティー：9月 28日（土）15:00～18:00
　  ゲスト：大内曜氏（東京都美術館学芸員）
　  参加費：500円（小冊子「 修復論」付）

LOKO GALLERY では 2022 年の青野文昭個展「谷間に生えだすーとあるタテモノのおもかげ」につづき「それぞ
れの惑星とその住人達」を開催します。
LOKO GALLERY では 2022 年の青野文昭個展「谷間に生えだすーとあるタテモノのおもかげ」につづき「それぞ
れの惑星とその住人達」を開催します。

会 期
営業 時間

：
：
２０２４年９月２７日（金）～１０月２６日（土）
11: 00 -18: 0 0 ［火 -土］　日・月・祝  休廊
２０２４年９月２７日（金）～１０月２６日（土）
11: 00 -18: 0 0 ［火 -土］　日・月・祝  休廊

作家名 / 展覧会名 ：

青野文昭「それぞれの惑星とその住人達」青野文昭「それぞれの惑星とその住人達」

青野の領域に集まってきたものたちの背景となっている人、家、社会、環境などは「なおす」いとなみにとっては
雑音であり邪魔なこととして、自分の内だけで完結させるというのが当初の制作態度でした。しかし、それら欠片
の背景を考慮しないと本来の修復にはならないということに思い至ると同時にそれら欠片を連結されていくことに
より歴史と繋がり、作品としての迫力が出現してきました。
特に震災後には、集まってきた大量で多様な欠片たちの修復により、「なおす」といういとなみを根源まで深める
こととなり、そこには「情の世界」が表出してきたと言います。

近年の大型展示の一つである “せんだいメディアテーク” で行われた「青野文昭　ものの , ねむり , 越路山 , こえ」
後に一連の制作活動を称して「総合的復元」としています。
本展では「総合的復元」のいとなみの素材の主役とも言える「箪笥」にあらためて着目しています。
素材として使われる中古箪笥は所在を失い、重厚であるはずのものが浮遊感をただよわせ、まるで宇宙を彷徨う惑
星の様相を現しています。
これはあたかも現在の世界の乱れた秩序を惑星的視点を持って捉え直そうとしているようでもあります。

なお、9月 28日（土）午後 3時より東京都美術館学芸員　大内曜氏をお招きしトークイベントを予定しております。
「修復論」をお手元に青野文昭の世界を読み解きますので、是非ご参加ください。

青野は 1991 年に発表した「修復について」、のちに「修復論」（1996 年）とした論考をもとに「なおす」という
いとなみに着目して、路上などで拾い集めた過去や記憶を伴った拾得物の欠片に精緻な修復を施した作品をはじめ
として、フィールドワークにもとづく大規模な作品を発表し続けています。
「つくる」「こわす」「なおす」という一連の人間の根源的な行いはそれぞれを単純に分けることができるわけでは
なく、「修復論」の末尾では『「なおすこと」は、カオス‒再生のメタファーであり、・・・・・・「つくる」いとな
みからは見えてこない「なおす」といういとなみが内在する固有の生の全体性を具現した「創造性」ではないだろ
うか。』と論じています。

青野は 1991 年に発表した「修復について」、のちに「修復論」（1996 年）とした論考をもとに「なおす」という
いとなみに着目して、路上などで拾い集めた過去や記憶を伴った拾得物の欠片に精緻な修復を施した作品をはじめ
として、フィールドワークにもとづく大規模な作品を発表し続けています。
「つくる」「こわす」「なおす」という一連の人間の根源的な行いはそれぞれを単純に分けることができるわけでは
なく、「修復論」の末尾では『「なおすこと」は、カオス‒再生のメタファーであり、・・・・・・「つくる」いとな
みからは見えてこない「なおす」といういとなみが内在する固有の生の全体性を具現した「創造性」ではないだろ
うか。』と論じています。
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以前から自分は、中古の家具（主に箪笥）を代用的な素材（媒体）として、様々な欠片の再生、あるいはそこか
ら派生した作品づくりを行ってきている。その上で近年ではさらに「総合的復元」と称して、形態上の復元にと
どまらない、より根源的で多層的な復元を目指す様になっている。その作業の中で流用された中古箪笥の塊は、
単なる石材や木材、FRP を用いる場合とは異なり、「総合的復元」との間に、何らかの相乗効果が生まれている
ように思う。
いったいそれはどんなものだったのだろうか？

「それぞれの惑星とその住人達」

例えば中古箪笥の場合、引き出しの中には、ぎっしりと生活用品などが詰っていることもあれば、既に片付けら
れてしまっていて、小さな欠片や匂いぐらいしか残されていないこともある。しかしそれらの欠片や匂いは、忘
れられた、あるいは知らない、様々な時間や記憶、そして他者たちへ想起をうながしていく。
元来、箪笥というものは、外にある様々な物品（世界の欠片）を内にしまい込んで、自身の秩序の中に編入して
いくものであり、そうした「秩序」を組織するフレームそのものが物象化したものだと考えられる。一方で、い
らなくなって捨てられた古い箪笥というものは、分類整理されるはずの物品から切り離され、文字通り空洞化し
たもので、使われなくなった世界のフレームのみが、ただ無意味に、遺跡の様に残っているものなのだろう。そ
れはさながら、道や基礎の跡のみが残っている無人の廃墟、過去の遺構に近い。しかもその「遺構」は四方が閉
じられた箱の中に放置されているのだ。この世から遮断され閉じ込められた小さな空間の中では、かつてあった
はずの世界の記憶と気配のみがいつまでも漂い続けているだろう。そのようなことを考えると、中古箪笥が、一
般的な木材や石材や FRPなどとは根本的に異なっているのがわかる。

通常の創造活動では作者の目的―理念を実現させる完成度が希求され、ニュートラルでコントロールしやすい材
料が用いられる。それに比べ実際使われていた家具―中古の箪笥などは、先述の様に、作者的意図と無関係な、「他
者」性であるところの様々な過去の文脈や意味（未知）を宿しており、それが「ノイズ」として、純粋な「創造行為」
の障害になりかねないところがある。

一方、自分の行ってきた「総合的復元」においてはかなり事態が違ってくることになる。
欠片が多義的多層的に補完されようとするので、この他者性を宿した古い箪笥は、とても芳醇な媒体―豊かな土
壌を形成していくと考えられる。
欠片とそれを取り巻く無数の繋がり、様々な記憶と経験の束を浮き上がらせようとする時に、時空を超えた多く
のきっかけや手掛かりを与えてくれるのである。
中古箪笥が切り刻まれたり、穴をあけられたり、何かを埋め込まれたりする場合、内側に蓄積されていた異なる
時空の記憶や気配は、外に抜け出ようとしながら、新たに加工され埋め込まれ結合された欠片たちと、接触し、
交わり、様々な予期せぬ繋がりを生み出していくだろう。それは具体的に目に見えるわけではないのだが確かに
そんな感じがするのだ。
新しい交わりと連結は、過去の時空にあった様々なものごとを暗闇から引きずり出し、新たな覚醒をうながす。
欠片たちは自ら補完されつつ同時にそれぞれにふさわしいかたちで育っていく。予期しない複数の過去と連結し
てまだ見ぬ未来を形成していくのである。
箪笥は単なる「世界」の整理棚であることをやめ、あるいは作家的創造活動のための材料になるのでもなく、い
わば欠片（世界の断片）のための新たな「苗床」となっていくのだ―と考えることができるかもしれない。

2024,8,5  青野文昭
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この箪笥をめぐり生まれてくる一種の「生態系」は、様々なアナロジーにつなげられるかもしれない。
今までにも様々な形状に帰結していった。
貝塚と共に眠る車、仮構される神域としての失われた神社、様々な物事が繁茂するとある土地・小さな島。そして、
この世の様々な物事が各階層（引き出し）に詰って同居している日本の雑居ビルとして立ち上がることもあった。
例えばこの雑居ビルは、自ら動いたりはしない不動産の建造物として一種の彫刻的様相で積み上げられた。

それぞれの家々の歴史や生活を引きずった箪笥たち。
そこから生まれたそれぞれの生態系は、それぞれの成仏できない住人達を宿したまま、不動産である家々から流
出しこの世・宇宙を彷徨い続けていく。それは夜空に所在なくうごめく人魂のようでもあり、煌めく星々の様で
もある。

今回は、自律（自立）的で移動可能という、箪笥本来の存在形態に立脚してみたいと考えている。なにしろそれ
は元の家から流出して今ここにある。この流出して自立している箪笥の性質に注目するならば、不動産としての（あ
るいは彫刻としての）ビルディングや神社や島のイメージよりも、様々な生き物や植物や住人や事物を乗せたま
ま移動・彷徨う住処―すなわち様々な生き物たちが生存しているこの地球の様な「惑星」のイメージに繋がって
いくのかもしれない。スケールの違いはあるとしても、水と空気の生命に満ちた地球的「惑星」のアナロジーとして、
「箪笥」という存在をあらためて考えていくこともできるのではないか。

欠片は自身を包み込む地層（自身と無関係な他者をも含んだ領域）の中で、根を生やし枝を伸ばし、より自ら自
身になろうと成長していくのである。
大地から水分や養分を吸収して生育する生きものたちの様に、古い箪笥の持っている異なる時空の様々な声や記
憶を吸い上げ連動しながら、縦に横に、奥に前に、そして過去に未来に生育していく。植物にとっての大地の養
分や水分は、欠片にとっての記憶や歴史―蓄積された別の時空―古い箪笥の中の空洞そのものなのかもしれない。
欠片は過去や未来と繋がることで、個々それぞれの方向性や意味や根拠、つまりは「生命力」を得ていくのである。
それゆえ、欠片にとっての古い箪笥は、この上なく豊かな土壌となり、種子であるそれぞれの欠片を芽吹かせ育み、
ついには一種の「生態系」と呼びうる何ものかへと生育・変貌していくだろう。
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1968 年　仙台生まれ
1992 年　国立大学法人宮城教育大学大学院美術教育科終了
2005 年　宮城県芸術選奨（彫刻）
2013 年　ヴァーモントスタジオセンターフェローシップ
2015 年　公益信託タカシマヤ文化基金・第２６回タカシマヤ美術賞受賞

主な収蔵先
宮城県立美術館、愛知県立美術館、金沢 21 世紀美術館、アラリオ・ミュージアム（韓国）、リアスアーク美術館、町田市立国際
版画美術館、仙台大韓民国総領事館、高島屋、Luciano Benetton Collection(Imago Munm)、KOO HOUSE　MUSEUM of 
ART&DESIGN COLLECTION（韓国）、森美術館、Um museum

主な個展
2024 年　「無知の記憶が開かれる」Um museum（韓国）
2023 年　「青野 文昭 展　未来の復元・迷走する時間 ―かつて仮構された街のチラシ欠片から― 1996 ～ 2011 ～ 2023」
　　　　　Gallery TURNAROUND（宮城）
2023 年　 10 周年リレー展「青野文昭 展　彷徨う欲動―幽霊船―地球の裏側から帰還した人々 1613-2023
　　　　　（慶長遣欧使節―サン・ファン・バウティスタ号（模型）の廃材から）」秋保の杜 佐々木美術館＆人形館（宮城）
2022 年　 小品展「フキダマリの発酵 ‒ 世界のその後のまたその世界」Gallery TURNAROUND（宮城）
2022 年　「どこから来てどこへ向かうのか」上野の森美術館（東京）
2022 年　「谷間に生えだす―とあるタテモノのおもかげ」LOKO GALLERY（東京）
2020 年　「総合的復元」Gallery TURNAROUND（宮城）
2019 年　「青野文昭　ものの ,ねむり ,越路山 ,こえ」せんだいメディアテーク（宮城）
2017 年　「コンサベーション＿ピース ここからむこうへ partA 青野文昭展」武蔵野市立吉祥寺美術館（東京）
2016 年　「青野文昭展」Gallery TURNAROUND（宮城）
2015 年　「パランプセスト―記憶の重ね書き」gallery αM （東京）
2012 年　「どくろ杯・Ⅱ―他者性と不可避性について―」Gallery TURNAROUND（宮城）
2011 年　「髑髏杯」Gallery TURNAROUND（宮城）
2010 年　「路上・修復・ライブ―映像記録№１上映―」ONWARD SQUARE（宮城）
2007 年　「N.E.blood21 Vol.28 青野文昭」 リアスアーク美術館（宮城）
1997 年　「なおす・無縁－有縁」宮城県美術館県民ギャラリー（宮城）

主なグループ展
2024 年　「神戸六甲ミーツ・アート 2024 beyond」（兵庫）
2024 年　「華麗島 台日五人展」Soka Art．Tainan（台湾）
2024 年　「AOMORI GOKANアートフェス 2024 ‒ つらなりのはらっぱ ‒」青森公立大学 国際芸術センター青森（青森）
2023 年　「あいまいな あわいの まにまに」はじまりの美術館（福島）
2022 年　「みちのおくの芸術祭　山形ビエンナーレ 2022」旧県庁「文翔館」内（山形）
2022 年　「地球がまわる音を聴く：パンデミック以降のウェルビーイング」森美術館（東京）
2022 年　「Eternally Yours 」Somerset House （イギリス ロンドン）
2020 年　「山形ビエンナーレ 2020  現代山形考　藻が湖伝説」東北芸術工科大学内他（山形）
2020 年　「ヨコハマトリエンナーレ 2020　AFTERGLOW－光の破片をつかまえる」横浜美術館他（横浜）
2019 年　「六本木クロッシング 2019：つないでみる」森美術館（東京）
2017 年　「コンニチハ技術トシテノ美術」せんだいメディアテイク（宮城）
2016 年　「いま、被災地から－岩手・宮城・福島と震災復興－」展　東京藝術大学美術館（東京）
2016 年　「Royal Academy of Arts’ Summer Exhibition.2016.」Royal Academy London（イギリス ロンドン )
2015 年　「コレクション展２ 歴史、再生、そして未来」 金沢２１世紀美術館（金沢）
2014 年　「Time Sharing－隣り合わせの時間」沖縄コンテンポラリーアートセンター（沖縄）
2014 年　  BY DESTINY「Dongmun Motel で見た夢」アラリオ美術館Dongmun Motel２階（韓国・済州島 )
2013 年　「あいちトリエンナーレ 2013―揺れる大地―われわれはどこに立っているのか―場所、記憶、そして復活」
　　　　　（愛知県名古屋市ほか）
2008 年　「いのちの法則・生をひもとくための三つの書」足利市立美術館（栃木）
2001 年　「VOCA展・現代美術の展望－新しい平面の作家たち」 上野の森美術館（東京）
2000 年　「崇高と労働展」 板橋区美術館（東京）
2000 年　「アートみやぎ」宮城県美術館（宮城）

アーティストWebサイト   aono-fumiaki.com
Instagram    @aono_fumiaki
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2011 年　「髑髏杯」Gallery TURNAROUND（宮城）
2010 年　「路上・修復・ライブ―映像記録№１上映―」ONWARD SQUARE（宮城）
2007 年　「N.E.blood21 Vol.28 青野文昭」 リアスアーク美術館（宮城）
1997 年　「なおす・無縁－有縁」宮城県美術館県民ギャラリー（宮城）

主なグループ展
2024 年　「神戸六甲ミーツ・アート 2024 beyond」（兵庫）
2024 年　「華麗島 台日五人展」Soka Art．Tainan（台湾）
2024 年　「AOMORI GOKANアートフェス 2024 ‒ つらなりのはらっぱ ‒」青森公立大学 国際芸術センター青森（青森）
2023 年　「あいまいな あわいの まにまに」はじまりの美術館（福島）
2022 年　「みちのおくの芸術祭　山形ビエンナーレ 2022」旧県庁「文翔館」内（山形）
2022 年　「地球がまわる音を聴く：パンデミック以降のウェルビーイング」森美術館（東京）
2022 年　「Eternally Yours 」Somerset House （イギリス ロンドン）
2020 年　「山形ビエンナーレ 2020  現代山形考　藻が湖伝説」東北芸術工科大学内他（山形）
2020 年　「ヨコハマトリエンナーレ 2020　AFTERGLOW－光の破片をつかまえる」横浜美術館他（横浜）
2019 年　「六本木クロッシング 2019：つないでみる」森美術館（東京）
2017 年　「コンニチハ技術トシテノ美術」せんだいメディアテイク（宮城）
2016 年　「いま、被災地から－岩手・宮城・福島と震災復興－」展　東京藝術大学美術館（東京）
2016 年　「Royal Academy of Arts’ Summer Exhibition.2016.」Royal Academy London（イギリス ロンドン )
2015 年　「コレクション展２ 歴史、再生、そして未来」 金沢２１世紀美術館（金沢）
2014 年　「Time Sharing－隣り合わせの時間」沖縄コンテンポラリーアートセンター（沖縄）
2014 年　  BY DESTINY「Dongmun Motel で見た夢」アラリオ美術館Dongmun Motel２階（韓国・済州島 )
2013 年　「あいちトリエンナーレ 2013―揺れる大地―われわれはどこに立っているのか―場所、記憶、そして復活」
　　　　　（愛知県名古屋市ほか）
2008 年　「いのちの法則・生をひもとくための三つの書」足利市立美術館（栃木）
2001 年　「VOCA展・現代美術の展望－新しい平面の作家たち」 上野の森美術館（東京）
2000 年　「崇高と労働展」 板橋区美術館（東京）
2000 年　「アートみやぎ」宮城県美術館（宮城）

アーティストWebサイト   aono-fumiaki.com
Instagram    @aono_fumiaki

青野文昭　Fumiaki Aono
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